
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

軽井沢 22 世紀風土フォーラム通信 

～みんなで軽井沢の風土を磨き上げる～ 

VOL. 

５ 

2018 秋 

  2016 年 5月、風土フォーラムが動き出しました。風土フォーラムは、軽井沢に関わる全ての人が共に将来

の軽井沢をつくる「風土自治」の実践の場として、「軽井沢グランドデザイン」で提案されている組織です。 

風土フォーラムの活動をお伝えしていきます。 

基本会議委員にお聞きします・・・ 

軽井沢 22 世紀風土フォーラムには、その中心的組織として委員 15 名によって構成する「基本会議」があり

ます。この基本会議も今年度より２期目に突入し、未来の軽井沢について様々な面から議論を交わしています。 

今回は１期目から委員として参加し、今期副会長を務める須永
す な が

久
ひさし

委員にお話をお伺いしました。 

 
■これまでの基本会議で苦労したことは何でしょ
うか。 

 
  捉えどころが分からない中で１期目がスタートした時、
各委員のグランドデザインに対する想いが上手く共有で
きていなかったように感じます。なので、グランドデザイ
ンについてもっと議論できれば良かったかなと思います。 
その中でも「チームみらいえ」等のプロジェクトチーム

を立ち上げて取り組めたことは良かったです。 

 

■副会長としての抱負をお聞かせください。 
 
  基本会議委員は、町外から軽井沢に来た方が多い中、私
はこの軽井沢で生まれ育ちました。この経験を上手く活か
して、住民の皆さんとの距離を縮めていくことが求められ
ているのかなと思います。他の委員と地元の方たちとの橋
渡しをしていきたいと考えています。 

 

■生まれも育ちも軽井沢ということで、昔と比べて
今の軽井沢の良いところは何でしょうか。 

 
  軽井沢に魅力を感じ、期待感を持った方たちが多く来ま
す。そういう人たちと話をしてみると、地元住民の私とは
違う視点から、軽井沢を想っていたり、考えていたり、と
ても面白いんです。様々な経験をしてきた方たちと、交流
ができる軽井沢はとてもエキサイティングだと思います
ね。 

 

■逆に、昔の方が良かったと感じることはあります
か。 

   
  やはり、子ども時代を思い出します。昔は、今のように
ゲームはないですから、いつも外で学年関係なく異年齢の
子が集まって遊んでいましたね。あとは、近所のおじさん
に怒鳴られたりしたことも覚えています。 

そう考えると、昔はご近所付き合いも盛んで、人と人の

つながりが今よりもあったと思います。人口が増えた分だ

け関係が薄まってしまったとでも言いましょうか。その点

は少し寂しさも感じます。 

 

■50年、100年後、将来の軽井沢がどんな「まち」
になっていてほしいですか。 
 
ＳＮＳや様々なＩＴ機器の普及によって生活が便利に

なった分、人間関係が希薄になり孤独を感じている人が増
えている時代の中で、これからの軽井沢は人々の「癒しの
場」として求められる機会が増えると思います。私も含め
住民の皆さん一人ひとりが意識を変えて、軽井沢の自然を
後世に残していくために必要なことを考えて実践しなく
てはいけないと思います。自然環境と人とのつながりがあ
る「温かいまち」になってほしいです。 

 

■基本会議委員として、住民の皆さんへ希望はあり
ますか。 
 
「未来の軽井沢」に対する自分なりの想いや考えを持っ

てもらい、それを自由に気軽にみんなで話してもらいたい
です。「こうあるべきだ」と結論を出す必要はないと思いま
す。特に、保護者の皆さんは子どもたちと 50 年、100 年
後の軽井沢について話をしてみたらどうでしょうか。 

皆さんが集まって話をする機会があれば、ぜひ、私もそ

の輪に加わらせてもらって、皆さんの軽井沢への想いを聞

いてみたいです。 

発行日：平成 30年 9月 19日 

 

須永久さん（副会長） 

軽井沢サクラソウ会議の代

表幹事。軽井沢の自然環境を

より良い状態で後世に引き

継ぐため、環境保全活動に取

り組んでいる。風土フォーラ

ムでは「チームみらいえ」の

座長として、子ども達とのフ

ィールドワークを通じた、軽

井沢の将来への関心を醸成

する活動にも参加している。 



 

 

 エリアデザインの検討 
「軽井沢グランドデザイン」では、主に専門家の視点から５

つのエリアデザインを提案していますが、今年度からは、これ

らを参考に地域住民の皆さんの意見を取り入れながら、より

具体的で現実的なまちづくりの実践へ向けて取り組んでいき

ます。まず地域の状況を調査するため、区長や地域の皆さんへ

のヒアリングなどを進めています。 

 

 プロジェクトチーム 
7 月 18 日に開催された基本会議において、今期から取り組

むテーマについて出された意見（防災、健康、人口動態、自然

環境、コンパクトシティーなど）を踏まえ、「コミュニティ共

創」、「交通関連」の２つのプロジェクトチームの新設へ向けて

動いています。 

昨年度より活動している「チームみらいえ」に加えて、プロ

ジェクトチームは 3 つとなります。今後の活動状況を、本紙

でも随時お知らせしていきます。 

 

ご不明な点や、ご意見がありましたら、ぜひ

風土フォーラム事務局までお寄せください。 

直売所 店 

 
ＷＣ 

駐車場 

発地
ほっち

市庭
いちば

内 

レ
ジ 

店 

 

■軽井沢 22世紀風土フォーラム事務局 

場 所：軽井沢町大字発地 2564-1 

軽井沢発地市庭内 

電話・FAX：0267-45-0121 

Ｅメール：22fuudo@town.karuizawa.nagano.jp 

Ｓ Ｎ Ｓ： 

 

 

風土フォーラムには、まちづくりについて様々な要望や意

見が届いていますが、環境の保護や防災対策とならんで要望

が多いのが交通問題とその対策です。ひと口に交通問題とい

っても、プリンス通りや１８号バイパスの夏場の大渋滞もあ

れば、今や日常化してしまったスーパーツルヤ周辺の部分渋

滞もあります。間もなく開通する借宿バイパスの効果は期待

されるとしても朝夕の通勤ラッシュも深刻ですし、軽井沢駅

周辺の駐車場不足もひどくなるばかりです。 

一方、公共交通の切り札となるべきしなの鉄道は利用者数

や利用時間帯に片寄りがあってその役割が十分果たされて

いるとはいえず、同じような問題は町内循環バスについても

指摘されます。 

レンタサイクル発祥の地であり、時代を先取りして１８号

バイパスに自転車専用道路を付設した軽井沢町ですが、今や

先進地としての町民感覚は薄く、外国人観光客が危なっかし

い足さばきで走りまわる風景が目立ちます。 

列挙した問題はいずれも解決には手間とお金がかかる難

問ばかりですが、その理由は、実は交通問題のいずれもが、

人とクルマと道路の三つの要素が関係し合う複雑な方程式

だからです。先送りすればするだけ、からみ合う要素が混在

してややこしくなります。 

特に昨今、クルマをめぐる技術革新が目ざましく、電気自

動車へのエネルギー転換、完全自動運転化による安全性の向

上が現実のものとなった上、″空飛ぶクルマ″が夢物語の段階

を超え、ヨーロッパでは近々モデルが売り出されるという時

代です。 

つまりクルマサイドが、走る凶器としての危険性や排ガス

による環境破壊などの弱点を技術的に解決して、今後も文明

の利器であり続けることを主張し、″脱クルマ社会″という一

方のテーマに対抗しているのです。 

こうした風潮の中で、我々はどういうコンセプトでクルマ

を使いこなすのか、スピードや利便性とどう折り合いをつ

け、個人移動と共同移動の役割分担をどう仕分けるというの

が世界共通の課題です。その点では全体テーマであるもの

の、地方都市としてもそれぞれの特性に応じ、人、クルマ、

道路のどの入り口からアプローチするのが良いかを賢く見

極め、住民との合意形成を目指して、まずは具体的に立ち上

がる覚悟が求められます。 

 
「気軽にトーク」で 

まちの将来についてお話しませんか？ 
 

発地市庭にある風土フォーラム事務局は、開場して

いるときはいつでも、誰でも、自由に軽井沢に対する

想いを語れる場所ですが、特定のテーマについて興味

のある方（あまり興味のない方も歓迎です！）などが

集まって語り合うためのイベント「気軽にトーク」も

定期的に開催しています。 

まちづくりに関係するカテゴリー（景観・整備、自

然、産業・文化、くらし、交通など）をその日のテー

マとしてあらかじめ設定し、これまで事務局へ寄せら

れた意見などを取り上げながら語り合うものです。 

開催日時とその日のテーマについては、町ホームペ

ージや風土フォーラム Facebook ページ等をご覧く

ださい。 

「気軽にトーク」に関わらず、軽井沢発地市庭へお

越しの際は、お気軽に事務局へお立ち寄りください。

事務局員の浅賀と岩井がお待ちしております。 

 事務局便り  


